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及
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の
概
要
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査
地

（ｏ
Ｓ
九
二
十
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）
は
大
阪
城
公
園
の
東
南
隅
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天
守
閥
か
ら
は
南

東
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あ
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ｍ
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南
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舎
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定
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。
当
地

域
は
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中

・
近
世
に
は
石
山
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願
寺
の
寺
内
町
や
豊
臣
期
大
坂

城
の
三
の
丸
ｉ
惣
構
の

一
画
と

考
え
ら
れ
、
ま
た
、
江
戸
期
に

は
玉
造

口
定
番
の
与
力

・
同
心

屋
敷
地
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
実
態
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
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木
簡
は
調
査
地
北
部
で
検
出
し
た
堀
状
遺
構
か
ら
、
今
回
紹
介
す
る
も
の
を

含
め
て
二
三
点
出
土
し
た
。
こ
の
堀
状
遺
構
は
、
両
側
に
石
垣
を
も
ち
、
幅
約

一
〓
冨

、
深
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一
・
三
ｍ
で
、
東
西
方
向
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一
七
ｍ
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上
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長
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が
あ
っ
た
。

木
簡
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上
し
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多
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含
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の
腐
植
質
ン
ル
ト
薄
層

と
砂

・
粘
土
偽
礫
薄
層
の
互
層
で
、
堀
状
遺
構
を
埋
め
立
て
る
際
に
、
天
守
閣

の
あ
る
堀
の
北
側
か
ら
客
土
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
ゴ
ミ
堆
積
物
で
あ
る
。
そ
の
時

期
は
、
志
野
を
含
む
瀬
戸
美
濃
焼
、
少
量
の
唐
津
焼
な
ど
の
国
産
陶
磁
器
や
青

花
の
年
代
観
か
ら
、
豊
臣
期
後
半
、　
一
七
世
紀
初
め
の
あ
る
時
期
と
考
え
ら
れ

る
。
陶
磁
器
の
ほ
か
、
漆
器

。
箸

。
下
駄

・
桶

・
木
製
の
編
物

・
板
材

。
木
製

箆

。
錐

・
扇
子

・
碁
石

・
貝
殻

・
獣
骨

。
魚
鱗
な
ど
、
庶
民
や
下
級
武
士
の
一

般
生
活
で
も
排
出
さ
れ
る
も
の
が
多
い
一
方
で
、
同
層
準
か
ら
は
金
箔
瓦
や
蒔

絵
な
ど
、
当
時
の
大
名
階
級
の
道
具
や
持
ち
物
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
遺
物

も
相
当
量
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
ゴ
ミ
堆
積
物
に
は
灰
や
焼
け
た
木
製
品
も

混
じ
っ
て
お
り
、
ゴ
ミ
の
一
部
は
焼
却
さ
れ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
堆
積
学
的
に
観
察
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
堆
積
物
は
、　
一
度
ど

こ
か
別
の
場
所
に
投
棄
さ
れ
た
後
、
堀
の
埋
め
立
て
の
た
め
に
二
次
的
に
持
ち

込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
層
相
を
示
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
天
守
閣
の
あ
る

城
内
に
あ

っ
た
ゴ
ミ
捨
て
場
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
木
簡
も
、
城
内
の
生
活
に
か
か
わ
っ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

(大阪東北部)
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